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れすく
るる L .:: 
こ入たま
とやりか
が会す L
あ 社るて
り ヌうす 、
、新里見納

た金そ之主
家4カ£

言議
そな
ど7)こ

む
受が
11' tす
切とル、
b 、義内

ま事詫
す i

供であを
めして考
t監よはえ
代うめて
に a るし
送将とま
っ米きっ
て はった
〈必とら
るすz 後主
物、 ん前
n'鐙てF の

ま分 し緩
やま幾

だ子うに

韓罷
月
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審問
若者よ

在韓

喜詰
捗 q
f守で一
秒

い
よ
い
よ
申
告
の
臨
時
織
は
怒
り
ま
し
だ
。
税
金
同
跡
、
私
た
ち

が
鍵
か
な
生
活
後
送
り
、
後
ゐ
由
民
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
最

も
大
切
窓
紛
滋
で
す
。
市
長
の
み
な
さ
ん
の
正
し
い
申
告
と
帥
納

税
で
、
開
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
禁
し
よ
う
。
所
得
税
の
ゆ
鐙
は
、

2
月
湾
問
〈
金
)
か
ら

3
間
同
時
同
日
〈
本
〉
繁
明
、
相
税
務
畿
な
ど
〈
下

横
山
叩
告
カ
レ
ン
ダ
ー
品
空
間
間
)
で
受
け
付
け
樟
悼
す
ガ
、
随
時
都
な
@

告
乞
つ
い
て
は
、
務
宗
会
帥
蹴
で
も
受
ωり
M
叩
け
て
い
設
す
。
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納
期
税
務
察
怨
〈
組
柑

)
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3
2
4・e

・
術
役
所
課
税
稼

1

中
学
生
「
税
に
躍
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル

操
納
税
貯
蓄
組
合
会
長
賞
受
賞
作
品

開 1

~ 

し』・

な
ぜ
だ
ろ
う
し
F
吟
え
て
し
ま
い
ま
す
。

税
金
を
払
う
こ
と
は
、
校
会
的
ル

iuw

で
島
り
、
そ
の
閣
に
手
議
ナ
る
人
的
縫

務
で
あ
る
は
ず
で
す
。
後
金
は
絞
め
生

械
的
我
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
え
!
ぞ
れ
は
単
に
、
私
達
の
家
総
生

滋
賀
の
よ
う
に
そ
の
時
を
激
ご
す
た
め

出
制
分
が
働
い
て
得
た
収
入
者
一
伊
し
で
も

減
ら
し
た
く
な
い
と
思
う
の
は
わ
か
っ

ま
す
が
、
技
会
的
ん

i
ル
は
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
会

納
め
る
税
金
は
告
な
く
、
留
に
は
epr

〈
的
時
制
を
要
求

t
で
い
る
ニ
と
が
あ
り

ま
す
。
災
い
方
に
拘
け
ば
向
上
し
、
制
加

都
品
飢
え
年
分
問
機
出
品
申
告
は
‘
平
成

Z
年
2
月
間
後
か
ら

sm月
間
日
ま
で
の

郊
に
、
税
務
緩
い
い
磯
山
田
し
な
け
批
ば
な

り
ま
せ
ん

G

吋
時
定
申
殺
は
‘

8
ら
め
や

T
そ
の
年
間
所
得
金
石
組
{
ま
た
は
領
失

怒
)
と
そ
れ
に
叫
内
応
す
る
一
昨
得
税
内
館
酬

を
議
互
に
針
認
し
、
納
付
す
る
た
め
の

手
続
撃
で
す
。

議
定
申
鈴
識
を
一
銭
出
し
た
後
‘
出
後

が
滋
訟
で
あ
っ
た
り
抑
制
緩
内
に
断
脅
や

納
付
が
な
い
機
会
は
、
間
掛
川
捕
税
や
総
勢

... 益保
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福岡季語代九

と
患
い
ま
す
。
一
止
し
く
紛
糾
慨
し
た
や
も

の
で
す
*

A

す
ま
で
会
〈
知
ろ
も
ヲ
と
し
な
か
っ
た

税
金
の
ャ
」
と
を
務
く
た
め
に
幾
め
た
資

料
町
中
で
滋
動
化
技
会
が
欽
来
に
比
べ

て
怒
迷
に
滋
ん
で
い
る
ニ
と
を
知
り

ま
し
た

q

鐙蹟欝富三謡蜜繍駒E騒輔臨蹴騒騒語趨騒諸富制
悦
が
榊
肌
諜
き
れ
ま
す
。

E
E

確
定
申
僚
が
品
開
冊
な
人

州
事
業
部
問
機
や
不
動
康
幅
削
捕
時
指
ど
が

あ
る
人

平
成
一
南
部
〈
総
務
制
年
〉
中
的
各
極
的

所
得
命
説
棋
の
骨
許
制
聞
か
ら
、
総
偶
者
控

除
‘
紋
縫
枚
数
、
葉
線
校
時
開
、
そ
の
一
憾

の
所
得
総
体
聞
を
絞

i
引
き
、
そ
の
金
額

を
禁
に
鯨
践
し
た
判
明
両
酬
が
、
副
島
当
時
慨
臨
時

綴
よ
り
も
多
い
人

∞
給
与
品
問
得
的
あ
る
人
で
、
次
の
m
w

で
す
。
島
義
の
人
的
た
め
に
的
関
わ
れ

る
よ
、
フ
に
附
闘
の
予
葬
P
紙
会
開
閉
鯵
縄
R

中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
潟
齢
化

技
会
で
は
、
こ
う
し
た
ぬ
封
鎖
が
給
制
抗

す
る
人
々
に
滋
く
か
か
る
“
}
と
だ
と

患
い
ま
す
。
そ
の
時
的
た
め
に
キ
か

ら
準
機
し
て
い
る
税
金
が
捕
銭
税
で

あ
る
ニ
と
を
知
り
ま
し
炉
、
ス
ウ
瓜

ー
す
ン
で
は
、
社
会
福
執
が
す
ば
ら

し
〈
‘
老
後
丹
念
品
怖
は
全
て
闘
で
係

機
き
れ
て
い
る
と
嗣
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
為
じ
数
汁
る
時
じ
納

め
る
絞
殺
も
多
い
と
関
与
ま
し
た
，

こ
の
よ
う
に
統
金
を
納
め
る
か
ら
で

こ
そ
一
得
る
も
の
が
品
り
、
納
税
の
綴

組
閣
を
は
た
各
ず
じ
墜
に
察
ネ
ず
る
の

は
や
め
て
ほ
し
い
と
慾
い
ま
す
。
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事
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入
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部
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問
(
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与
の
年
間
叫
)
が

1
5
0
0
万
円
J
V
L

総
え
る
人

③
給
与
以
外
的
所
得
が
加
万
m
門
を
越

え
る
人

③
給
与
J

V

3

か
寸
前
以
上
あ
る
入
で
、

仲
間
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
総
与
所

得
以
外
的
所
得
の
食
料
州
開
閉
が
加
万
m
門

を
知
閥
、
え
る
人

山
間
出
向
軸
職
金
栓
の
役
割
闘
で
、
そ
の
法
人

世
ら
貸
付
食
料
亭
、
不
動
滋
繁
貸
料
を

受
け
て
い
る
人

山
間
み
牢
し
法
人
保
税
を
滋
択
し
た
入

山
間
予
滋
輯
税
緩
め
あ
る
入

盟
漉
醗
得
の
申
皆

土
地
〔
榊
用
地
機
)
や
縫
物
な
ど
の
不
釣

絡
や
ゴ
ル
フ
ι宙
開
州
抽
出
且
守
的
資
滋
を
売
っ

た
場
ム
げ
に
は
、
譲
渡
所
憾
に
つ
い
て
綴

他
地
串
皆
が
必
獲
で
す
e

事
不
燃
跡
槻
の
売
却
、
常
気
後
‘
開
片
品
情
一
之
、

あ
る
い
日
同
線
や
他
方
公
共
防
体
な
y
h
u

収
潟
絡
さ
れ
た
方
は
、

2

分
繊
細
時
絞
め
譲

締
円
附
姐
吋
」
と
し
て
、
「
分
総
細
部
税
局
い
の

続
得
税
丹
市
確
定
申
後
惑
を
姥
雨
明
し
.
給

与
、
殺
縁
、
不
動
態
な
ど
の
抽
出
め
所
品
開

と
一
織
に
申
机
闘
し
て
く
だ
き
い
倫

?
イ
ホ
i
ム
を
突
っ
た
場
合
的
3
0

0
0
万
間
的
特
約
控
除
な
万
的
各
種
特

例
は
ち
判
明
金
的
か
か
ら
な
い
場
合
で
も

ゆ
舎
が
必
擦
で
す
。

骨
が
ん
ァ
全
員
品
種
、
賞
金
潟
、
嫌
抑
制
側
、

骨
と
う
ぬ
な
ど
を
売
っ
ど
り
、
交
換
i

h
~
機
合
、
あ
る
い
は
銭
家
人
が
立
送
料

な
ど
を
受
け
取
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、

「
総
合
課
税
の
繍
闘
機
所
得
ん
と
し
て
、
ご

設問
m

L

A
引
所
得
税
的
叫
搬
出
品
申
告
察
ふ
官
僚 ま言語喜民税念絞
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潟
県
由
民
間
情
的
申
殺
が
必
寮
な
人

給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
齢
制
務
先
か

ら
市
役
所
に
検
部
支
払
朗
建
官
柵
怖
が
銀
出

き
れ
る
人
や
所
得
税
的
機
定
申
告
を
す

る
人
は
必
療
品

η
ま
せ
ん
。

市
市
時
総
械
の
申
針
脅
し
を
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
と
は
、
次
に
精
細
ム
越
す
る
人
ぞ

す。
①
平
総
2
年
1
R
E
羽
織
惑
で
我
相
知

子
市
に
風
間
往
し
、
間
附
和
制
臼
年
・
平
成
一
高

年
中
に
事
憾
の
r所
得
が
あ
3

た
人

③
市
内
に
続
ル
院
は
し
て
い
な
い
が
、

平
成
2
年
1
R
1
日
淡
議
我
孫
子
市
に

事
発
所
や
事
務
所
あ
る
い
は
第
酪
数
を

持
っ
て
い
る
人

E

③
勤
務
先
か
ら
市
岡
骨
組
問
械
が
差
し
れ

か
れ
な
い
人
ま
と
は
給
与
支
払
線
念
書

が
相
提
出
き
れ
な
い
人

ゆ
給
与
所
持
品
備
で
‘
絵
年
以
外
的
所
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絞
っ
て
い
合
い
場
合

品
即
「
制
齢
制
持
者
抽
出
品
跡
的
特
倒
向
い
や

τ
住
宅

数
得
資
金
約
撤
与
の
時
吋
削
問
L

で
、
山
明
金

が
か
か
ら
な
い
羽
合

出
町
こ
れ
か
ら
の
特
例
は
、
糊
瑚
与
叫
棋
の
み

め
終
削
問
で
守
的
で
ベ
受
持
魚
崎
訂
税
」
や

「
不
動
部
品
展
得
税
い
な
ど
は
、
一
般
的

議
い
と
金
り
ま
す
の
で
、
ご
佐
官
〈
ど

宰
い
倒詳

し
〈
は
、
総
税
務
穏
に
お
間
同
い
合

わ
ぜ
く
だ
さ
い

6

243 幸三

平
成
定
年
〈
総
務
um
年
〉
中
に
、
岡
山
人

か
ら
定
地
(
借
地
機

γ
建
物
絡
的
不
動

議
や
圏
構
念
‘
蝋
貯
金
、
株
皆
川
1

摘
出
券
な

ど
め
常
盤
丹
殺
事
を
受
け
た
合
計
制
酬
が

ω万
m
内
を
総
え
る
方
は
、

2
月
l
nねか

ら
3
月
日

aま
で
は
贈
与
絞
め
申
管
が

必
要
で
寸
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
縫
合
に
も
鎗
与

税
の
ゆ
後
が
必
要
と
な
り
ま
す
回

轍
不
動
緩
め
総
入
、
時
措
靴
併
に
加
揮
し
て
、

資
金
泳
し
た
努
区
庁
指
ヒ
て
絞
訟
を

下
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卒
後
一
%
相
仲
分
の
所
得
税
の
負
担
委
後
く
す
'
る

芝
め
、
税
率
や
所
得
の
計
算
方
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
だ
。
主
料
品
改
在
日
点
は
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

作
品
ぉ
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
納
税
務
響

曲

U
〈
間
判
〉

2
3
2
d
!へ
お
同
問
い
合
わ
せ
く
笈
さ
い
。

所得控除綴表

所
得
金
額
か
ら
鐙
験
穿
れ
る
州
酬
が
、

家
淡
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
伶

ま
た
、
ぷ
品
人
鋭
部
臨
対
象
配
偶
者
L

、

「
怠
人
技
議
総
核
い
め
蹴
靴
間
関
門
い
年
齢
沌
滋

以
上
円
建
害
者
が
様
、
え
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
畿
の
注
窓
v

①
ー
級
人
総
添
付
鍛
配
偶
者
L

、
守
老
人

扶
養
面
制
緩
…
ー
大
統
9
年
3
月
l
g
以

油
開
に
生
ま
れ
た
人

ゃ
ー
特
定
紋
益
胡
端
接
」
:
平
成
泌
平
山
M
n

お
お
で
問
機
以
上
岱
議
未
満
町
人

③
2

特
定
的
議
機
、
灸
Lr
…
叫
ん
別
ま
た
は

離
婚
珪
絡
制
酬
を
し
て
い
な
い
緩
め
う
ち

許
害
事
2

0

0

高号、

総
鋒
総
体
脱
出
子
供
の
あ
る
人

③
刊
凶
同
臨
時
的
抑
制
制
際
務
者
L
e
e
-

博
開
役
者
(
納

税
者
)
、
密
住
者
的
発
ま
た
は
務
役
者
向

扶
養
毅
族
と
何
回
泊
し
て
い
る
特
約
険
機

「|叶
J

盟
問
「
|

…

U

M

M

一

級

…

丹

…

山

一

縦

一

間

一

側

一

側

側

一

附

札

一

仏

一

札

…

ah

一

ハ

ハ

ハ

叫

0

πロ
一

げ

b

に

O

均

気

M

叩

R

J

M

F

b

に

d

q
u

一
a

u

n

i

)

含

A

ω
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a

p

。
ヮ
，

者

一

審

一

者

殺

一

族

族

側

一

間

一

師

一

間

一

j
j

崎
明

間

一

比

一

間

一

竺

バ

れ

め

一

…

仲

問

一

州

一

段

一

主

同

~

絞

…

人

…

後

一

人

一

室

一

一

世

…

…

…

老

一

特

別

省

一

外

例

案

一

制

問

問

概

略

一

上

甲

山

稿

者

同

紙

臨

時

留a 

童書774号

お
の
人

③
「
間
円
減
乏
人
数
楽
総
務
i

j滋
…
住
者

~
納
税
者
〕
ま
た
は
絞
絞
殺
的
幾
と
制
内
総

し
て
い
る
老
人
技
薬
師
哨
接

記
偶
噛
糊
抑
制
服

擢
除
額
が

部
湾
問
位

配
偶
者
特
お
控
除
は
悶
万
仰
い
い
削
引
き

こ
札
持
、
ム
外
削
所
得
が
1
0
9
0
万

河
(
従
Mmは
8
0
0
W
M
m
門
)
以
下
町
方
に

途
開
閉
さ
れ
ま
す
。

納
税
者
向
配
偶
殺
が
部
湾
問
、
そ
の

抽
出
向
日
訂
万
円
と
な
り
ま
し
炉
、

470，000 

手等I.'f'ffl..別

扶i
隊害者 i義人主主

j空

議長

た
だ
し
、

の
金
額
と
下
山
誌

の
鈴
式
の
い
ず

れ
か
合
な
い
念

総
が
綴
縁
側
側
、
と

な
り
ま
す
。

(務幾専従者捜隊i
詰寄の続得金書賞

〔調慎重量専従者数+1) 

家
内
常
掛
酎
翁
等
で
議
議
一
所
得
ま
た
は

絡
所
得
に
か
か
る
必
要
一
級
時
間
内
総
偽
旅

情
制
緩
が
、
こ
れ
ま
で
の
訂
万
円
か
ら
げ
削

万
円
に
引
急
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

事
総
幼
年
4
H丹
1
臼
以
後
に
取
得
ま

た
は
交
践
し
た
部
方
向
来
機
(
改
正
援

は
叩
万
m
m車
線
〉
的
資
総
い
つ
い
て
は

総
務
内
線
に
供
し
た
年
に
、
念
総
N
W
泌

総
授
と
し
て
銭
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
硲

そ
の
い
隊
、
景
液
晶
W
務
総
制
問
削
制
即
位
が
出
席

珪
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
υ

自

。
ハU9
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醇告は土曜日を避け平自!こ
念日産 B(主義 2・ヰ二i二塁霊吾 I土{本み1Iま大変i晃被します金

;喜ち着いて3官後できなかったり長時間お待たせする場

合がありますので、士総日め浮きまはなるべく避け、設

に申告してくださるようお綴いします。

申鵠iこ必襲なもの
所得鋭、 市県民絞め中去には、:次1たLグ内〉ものが必必句警媛客て

*f符勾ミ翠j主幾藍 *i源漂泉f徽設ヰ以え誘祭謀 *絞入グめ〉わ治か‘る校E簿草士総託 *必必、霊妥芸
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険.関民主F重量的滋務委

申告書警は税務署から送られた筒紙を
f廷す寿喜著から滋られたゆ?を害警やがH守護'Hニl主、事務核燃iニ

必要な議機会ぜ正jJ綴きれています。議寄与j設とて倒的潟告もを

{吏う場合!立、白隠IJされている事攻をi騎れなく霧器浴して

ください。

百家従事告書的III紙が送付きれない11で申十年が必警警な Ii
i主、税務主号、市役所f支所も義えてみる限紙で期

以内に申告を淡ませて<t.どさい内

申告欝の提出先は
市役所て1立、主に市保災絞め中念、 i撃手i申告などのご

く能主主な総会を受IHjけますロ

所得絞め綴定取舎や1・1在、建物卒予約公認による員長波所

得、波紋、不動4張緩?等などのヰヨゼtl止十Mえ務e諾またはH1咲

き芸員長(1l'函申告ウレンター参熊)等c'MTIいします合

韓
国
間

警顧
問離
し1欝署

北

事
業
後
間
開
や
不
動
康
所
得
的
為
る
人

.
ま
だ
管
色
申
告
を
し
て
い
な
い
人

は
‘
今
部
分
か
ら
吟
色
中
舎
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
n

止
青
色
申
告
と
は
、
録
"
の
収
入
や
は
組

貨
な
ど
を
緩
簿
に
つ
け
、
そ
の
…
勝
均
に

総
づ
い
て
氏
舷
に
所
得
や
総
裁
を
U

計
総

し
、
湾
総
内
申
告
悉
で
申
告
す
る
制
度

で
す
ら
こ
的
資
総
出
中
食
品
貯
を
捻
出
す
る

人
位
、
税
金
門
戸
闘
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

持
終
的
中
本
令
も
の
に
は
、
去
の
よ
う

企
も
の
が
あ
り
ま
す
。

黄
色
申
告
投
融

続
得
か
ら
…
僚
に
い
同
官
M
m
円
が
特
別
に

控
除
さ
れ
ま
す

G

た
だ
し
次
的
「
み
な

し
法
人
課
税
て
を
議
総
し
た
場
合
は
、

こ
め
検
出
聞
を
受
け
る
こ
と
が
で
免
ま
せ

んの
み
な
し
法
人
課
税

後
城
内
か
ら
単
一
然
素
描
輯
醗
を
時
間
除
し
て

残
抑
制
は
法
人
と
問
問
じ
よ
う
企
課
税
方
法

を
受
け
る
ぷ
な
?
ふ
人
総
伊
丹
十
刀

法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
十
ぉ

感
然
、
下
中
町
一
報
酬
複
は
、
事
裁
の
時
開
制
酬

や
竣
附
問
、
問
状
線
的
状
況
に
期
ら
し
て
、

骨
阻
ん
か

寵
髄
紳
格
闘
盟
・

ふ
さ
わ
し
い
鋭
で
あ
る
ニ
と
が
時
療
で

寸，
一
等
椛

給
与

事
裁
主
と
生
品
引
を
と
も
に
し
て
い
る

紛
総
数
や
日
持
病
以
上
肉
親
抜
で
、
も
っ

ぱ
ら
そ
め
務
総
に
従
事
し
て
い
る
人
仁

支
払
っ
た
総
与
は
、
労
務
的
対
偶
酬
と
し

て
潟
亙
で
あ
れ
ば
会
総
必
緩
吋
税
制
拭
と
な

り
ま
す
句

欠
機
会
の
繰
越
措
操

繰
一
畏
し
灘
付

事
業
所
得
♀
ど
に
損
失
が
山
川
た
と
き

そ
の
燐
火
総
会
塗
年
以
降
3
年
間
関
に
わ

た
?
て
、
制
川
中
・
仇
品
格
的
所
得
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
寸
u

ま
た
、
前
年
も
湾
総
専
務
を
し
て
い

る
人
は
、
そ
内
娘
失
額
を
前
年
内
所
得

か
ら
後
除
し
て
、
す
で
に
納
付
し
て
い

る
前
年
分
的
所
制
階
級
全
然
一
付
し
亡
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
α

wv
問
い
合
わ
せ
柏
校
務
署
ま
た
は
校

孫
子
術
総
一
ム
人
官
官
{
舵
)
3
1
3
1

克童
特鵜声認童

郵便局での受給者iま誌替の提出を

扶
@ 

244 

。
宮
市
か
ら
の
お
綴
い

奈
の
各
支
所
へ
の
問
問

い
合
わ
せ
は
ご
一
建
設
〈

だ
点
、
い
勺
ま
た
こ
セ
税

淫
士
、
ニ
セ
制
悦
務
務
員

に
ご
注
品
居
く
だ
点
、
い
羽



-(軒
鍵
盤
セ
ン
タ
ー
で

z 
一
~
レ
一
あ
わ
慧
誉
議

ニ
れ
す
ら
父
緩
・
働
殺
に
な
る
方
へ

子
保
令
後
み
育
て
る
之
と
宏
、
ど
ん

な
じ
?
ば
ら
し
い
ニ
と
か
、
ニ
炎
同
怖
で

脅
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
か
‘
こ
夫
婦

で
お
税
制
則
し
て
く
だ
怠
い
。

マ
良
時

2
nげ
日
(
太
M

午
前
9
脇町制

分
か
ら
ぬ
時
納
分
ま
で
(
受
汁
付
け
は

当
夜
会
場
で
午
前
9
時
間
分
Y
ら〉

噛

v
内
骨
骨
*
郎
、
ミ
リ
映
写
「
臨
時
と
予
の

き
ず
な
い
本
赤
ち
ゃ
ん
的
お
境
庁
伯
尚
入

札
方
(
笑
潔
〉
*
判
明
に
な
る
と
い
う
ζ

ー
と
は
〈
議
)
*
そ
の
仙
川
総
裁

夕
方
ル

l
仕
c

第
4
開
制
目
は
、
者
ら
L

者
1
5
0
m
位
、
糸
、
針
、
は
さ
み
、

す
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

e

婦
問
国
務
渉
相
楓
巴
相
暗

こ
丹
時
期
的
意
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
や
即
ち

ゃ
ん
悼
穫
を
行
っ
て
い
ま
fo
手
足
を

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母
さ
ん
的

1
総
半
の
曜
は
、
治
由
に
ま
人
酔
き
閥
刷
こ
り
や
嬢
織
で
臨
ん
で
い
る
人
は

機
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
脅
し
、
か
た
こ
と
が
話
せ
、
凶
立
心
も
い
ま
せ
ん
か
ρ

当
廷
は
機
総
務
績
も
お

を
す
ば
ら
し
い
も
め
に
す
る
ニ
と
が
で
め
ば
え
て
澄
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
受
け
し
ま
す
の

T
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

き
ま
す
。
ぜ
H
V
お
い
で
く
だ
さ
勺
子
ど
も
か
ら
H

闘
が
離
せ
な
い
時
綴
で
大

V
時
間
同
午
後
1
時
開
分
か
ら
3
時

V
総
続
出
円
容
身
体
計
輔
、
滞
ち
ゃ
ん
綾
な
絡
mu
で
す
が
、
基
本
的
な
ん
説
話
朝
日
(
受
付
・
午
後
1
時
か
ら
1
時
泊
分
)

体
操
、
栄
幾
制
相
談
、
品
問
料
抑
制
談
、
出
陣
織
壌
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
火
留
な
持
出
掛
P

V

串
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
滋
綴

鋭

的

判

相

談

な

ど

す

。

ま

た

は

進

機

お

い

で

く

だ

詩

い

。

議
乳
児
紬
慨
仏
師
は
母
子
健
機
手
州
艇
の
し
無
料
健
念
じ
育
て
て
い
く
た
め
仁
、
も
う

d

喝
悶
悶
ぷ
り
・
援
総
数
額
一
臼
程

品付〈
3
1
6
か
月
削
端
、

9
1
H
か
月
間
期
)
一
察
、
母
向
穂
、
父
緩
丹
夜
約
百
マ
を
み
つ

を
務
用
問
し
盤
崩
理
機
憾
で
後
け
ま
し
ょ
う
お
め
な
お
し
て
み
ま
廿
ん
か

a

d

句
禅
問
同
開
幅
制
絞
口
口
融
官
談
当
向
け
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も

ご
出
刊
紙
く
だ
さ
い
ω

V
持
参
惜
川
十
一
絵
綾
子
州
眠
、
問
診
察

〈
幾
綴
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
応
寺
い
)

喝
守
綴
6
か
汚
泥
緩
療
鯵
驚
窃
議

V-
時
限
午
前
9
時
却
分
か
ら
日
時
ぬ

分
ま
ぜ
(
祭
3
削
州
内
み
午
後
Z
静
か
ら

3
時

ま

で

)

赤

ら

ゃ

ん

は

生

後

3
、
ae
か
同
月
い
い
な

V
絡
事
母
子
隊
磯
子
様
お
よ
び
筆
記
る
と
表
情
も
燦
か
に
な
り
よ
く
笑
、
フ
よ

用
具
は
部
問
問
持
参

E

議
1
回
忌
泣
パ
ス
う
に
な
り
ま
す
命
保
帥
悶
々
ン
タ
i
て
は
、

書官
唱ね

Ij¥こ f己

主連U執芸
」畿Eつ ん
多由てと
長考否る
忍品よ

お官伊い
7K i酬の
注 品 隠告書う

大手千ã~
妻子が麓ぇ量

き ごゑ

鐘
康
メ
モ

成
人
的
総
滋
の
%
は
小
閑
見
欄
期
的
際

機
か
ら
由
来
し
て
い
る
と
も
い
い
ま

す
。
太
η
す
ぎ
の
子
供
た
も
が
楢
唱
え

て
い
ま
す
。
そ
的
脳
部
副
闘
は
‘
ゑ
ま
れ

つ
き
の
榔
融
政
、
食
券
仲
間
的
変
化
(
揚

げ
物
な
ど
適
切
刀
口
リ

i
食
的
耕
一
取
て

さ
ら
い
ル
思
議
環
境
が
術
品
敢
に
抑
制
稀
搬

に
な
り
身
出
品
な
戸
外
で
滋
ぷ
議
降
も

告
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
事
ら
に
抽
出
布
地
い
な
ど
で
子

供
た
ち
が
白
出
は
滋
ぷ
時
間
則
的
な
ゆ

と
り
も
絞
っ
て
き
ま
し
た
の

幼
児
期
的
余
り
す
ぎ
は
あ
ま
り
目

立
ら
ま
捻
ん
。
活
発
い
い
品
開
書
留
司
令
し
‘

馳
科
学
的
向
子
供
的
限
瀦
は
、
む
し
ろ

か
わ
い
ら
し
〈
み
え
ま
す
。
し
か
し
、

小
学
校
内
潟
学
年
に
な
る
と
滋
動
部
抗

力
が
関
以
ヮ
て
劣
り
、
議
動
燃
い
に

な
り
、
そ
的
た
め
家
町
中
で
す
レ
ピ

を
尚
凡
な
が
ら
、
お
や
つ
を
食
べ
て
滋

4器
す
時
燃
が
多
く
な
り
ま
す
。
本
人
も
太

っ
て
い
る
と
ム
殺
談
す
る
し
、
ま
わ
り
か

ら
い
わ
れ
て
村
人
関
係
に
船
舶
絞
め
似
て

〈
る
こ
と
も
あ
れ
，
ま
す
。

ζ

の
ι

亭
?
な

条
件
が
蚤
な
る
k
学
校
生
活
、
綴
閉
山
活

動
へ
の
滋
欲
も
低
下
し
、
日
常
生
協
会

殺
に
わ
た
っ
て
淡
鋭
的
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。慾

奉
納
に
級
品
酬
を
も
ち
こ
す
と
、
成

ι

事
賄
撞
艦
購
棋
盤
轍
機
関
で

次
の
予
防
線
機
は
涯
療
機
関
で
受
け
前
世
田
叫
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
と
お

て
く
ど
き
い
s

た
ふ
く
か
ぜ
的
手
時
問
機
種
に
つ
い
て
は
、

楽
施
媛
機
機
関
は
、
保
線
セ
ン
タ
ー
、
戯
作
用
め
こ
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
鈴

い
ら
い
久
す
る
、
総
れ
な
い
‘
や
る
市
臨
時
縁
側
品
目
h

お
よ
び
各
支
所
に
縫
い
て
縫
怒
れ
る
方
は
献
体
議
機
開
閣
に
ど
側
相
談
く

然
が
お
き
な
い
a

身
体
約
じ
検
愛
し
て
あ
る
「
即
時
鍵
セ
ン
タ
ー
の
ご
談
内
」
を
♂
だ
さ
い
。

も

奪

三

い

が

、

ど

こ

と

な

く

す

っ

箆

く

だ

き

い

。

毒

事

事

翼

手

続

t
裂

き
り
し
な
い
α

な
お
、

M
M
R
(額
一
…
後
混
合
5
麻
マ
資
源
総
学
務
裁
で
鱗
科

後
帥
醒
セ
ン
タ
i
で
は
、
そ
ん
な
‘
心
の

E
A
l
i
-
-
J
i
l
l
i
i
I
l
i
i
l
l
i
t
-
-
i
i
l
i
i
1
;
i
l

一

/
/
f

一

銭

富

者

お

よ

V

絵

領

期

回

開

絡
み
争
終
っ
た
方
の
た
め
に
、
精
神
議
了

i
l
v
r
r
hド
υい
い

い

i
ト

わ

い

い

い

れ

!

"

築
制
組
酬
を
昨
日
っ
て
い
ま
す
。
や
め
出
向
ち
一
疹
訓
汀
急
時
百
点
目
臼

H
Aぷ
一
州
冷
ハ
川
幼
党
い
h
U閣
按
山
牧
万
一

一

j

し
一
を
お
、
生
桂
時
か
月
か
ら
詰
か
丹
ま
で
に
接
持
閉
す
る
こ
と
カ

方

写

会

ひ

と

つ

や

す

い

よ

ん

雲

一
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迎
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茂
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械
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史
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さ
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史
つ
〈
リ
肉
み
な

な
る
こ
と
は
疑
う
余
陥
掛
か
あ
り
ま
廿
こ
向
調
査
が
す
す
え
だ
級
品
官
級
協
椴
然
こ
と
が
で
き
ま
す
み
臨
時
訟
菜
、
産
業
謀
、
布
役
交
所
、
湖
北
ら
ず
、
多
方
E

閉
じ
役
ぷ
添
っ
伸
縮
川
町
か

ん
c

と
な
ら
ん
で
、
人
々
が
叫
ん
較
的
利
用

L

か
つ
て
の
広
絞
め
‘
例
と

L
て
、
都
支
所
、
幾
絞
殺
陣
同
公
的
お
が
み
え
ま
す
c

業
と
し
て
取
り
粉
み
が
は
じ
め
ら
れ

絞
録
手
術
に
お
い
と
係
存
さ
れ
体
や
す
い
行
総
資
料
に
、
出
国
治
体
的
広
報
料
品
ワ
内
紛
織
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
よ
ほ
か
の
絞
惑
も
ふ
く
め
広
報
総
刊
サ
ま
す
〈
市
史
編
さ
ん
笠
)

£
，
?
で
f
d
L
9岳品

こ

れ

ず
均
一
時
は
、
日
米
関
で

沖
縄
返
還
が
決
ま
っ
た
り
司

大
阪
で
日
本
万
紛
惨
絞
殺
が

淘
か
れ
た
部
。

穴
熊
は
、
レ

i
ザ
!
光
線

的
横
山
山
や
四
年
訟
の
と
γ
ト

品
開
を
一
流
し
て
織
り
上
げ
い
り
紅
、

テ
レ
ピ
ア
ナ
ウ
ン
サ

i
の
有

続
き
っ
き
さ
ん
の
司
会
で
‘

な
ご
や
か
な
券
凶
筑
内
、
ヲ
ち

に
始
ま
り
ま
し
た
。

1
月
間
四
時
的
成
人
的
日
、
品
判
決
人
と
大
井
市
一
後
を
は
じ
め
常
設
の
祝
辞

っ
た
1
3
5
1
人
カ
市
民
会
緑
江
築
後
、
新
成
人
キ
久
表
し
て
坪
内
縫

ま
り
愉
四
歳
丹
門
出
を
悦
う
成
人
災
が
一
郎
さ
ん
(
的
知
戸
)
が
♂
」
れ
か
ら
大

行
わ
れ
ま
し
た

D

人
と
し
て
き
ま
釘
ま
な
総
験
を
L
、

今
年
市
内
で
新
総
人
と
な
っ
た
の
は
、
住
金
約
w

瞬
間
と
し
て
賞
献
で
き
る
よ

持
部
的
人
数
骨
骨

L
t
gる
2

2

9

0

3努
力
し
た
い
」
と
謝
訟
を
述
べ
ま

人
(
男
1
1
7
6
人
、
女
2
1
1
4
人
1

1
た

6

間
初
日
明
年
か
ら
め
格
税
ま
れ
の
皆
さ
ん

(5) 19普段 2，1 

一
需
内
新
成
人
は
2
2
9
0人

鵠
撒
織
の
伊
丹
臨
奉
祝
う

断
討
議
を
取
り
入
れ
た
議
紛
に
寸
る
た

め
釜
本
設
計
か
り
鳩

J

沌
的
人
織
と
叫

に
作
時
舗
を
滋
め
て
き
て
お
純
九
四
阿
セ

ン
タ
ー
は
1
卒
事
前
か
ら
建
設
輩
出
珊

に
か
か
り
.
古
典
芸
能
な
ど
お
終
淡

で
き
る
絞
め
織
を
総
け
、
災
較
に
立

ち
怒
れ
ゐ
ょ
う
口
紅

i
を
1
7
5
平

方
い
い
と
厚
長
賞

9
月
内
閣
総
合

滋
絡
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

17事

セシ?-，察主主予懇君事

↑
φ

れ

こ

れ

明4
V
W抗
州
制
材
開
時
機
械
器
具
在
検
、
分

一
ha
削
刊
行
進
を
ど
を
行
い
、

p併
殺
体
的

丹
ム
品
叫
に
功
緩
め
島

q
K
6
ω
同然、

4
m人
を
策
制
締
役
部
間
四
に
あ
た
り

veM
総
2
分
間
凶
分
間
出
衰
の
山
摘
出
坪
文
綴

認
さ
ん
が
代
表
し
↓
市
災
円
山
一
本

が
畿
の
定
命
、
時
間
殺
を
災
お
か
ら
守

J
i
j
一
号
}
と
を
悠
い
ま
す
L

と
力
強

風

d
〈
縫
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

む
つ
ま
た
、
今
自
は
、
液
終
鱗
災

一
プ
護
霊
安
全
盟
ポ
ン
プ

z…
内
総
で
閥
均
粕
山
町
年
、
同
年
後
持
抑

制
三
(
昨
年
は
重
労
需
品
開
闘

が
禄
法
修
託
演
技
を
被
災
切
次
い
で

布
絵
内
初
開
幼
級
協
同
品
鎚
人
が

w
法

緩
い
い
鉢
幾
多
姿
μ

で
、
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
は
し
ャ
}
乗
り
同
J
j

苓
集
日
告
繍

ヒ
、
消
防
間
関
係
者
や
悶
凡
然
絞
ら
が
盛

ん
に
紛
争
を
絞
っ
て
い
ま
し
た
。

湾
総
署
員
、
州
問
料
開
問
災
ら
約

z
o

o人
が
務
似
し
、

I
R円
以
呂
、
手
賀

倒
刑
公
開
闘
で
事
総
2
年
市
抽
出
時
間
山
山
知
め

式
が
開
聞
か
れ
ま
し
た

b

消
防
線
入
場
、
大
仲
市
捻
的
式
日
静

に
続
い
て
、
議
時
間
後
あ
い
き
つ
、
開
凶

平
成
2
年
市
潟
訪
出
拐
め
式

ち
び
っ
こ
が
撃
を
謡
え
る

間
同
夜
町
内
容
か
ら
、
九
日
以
昨
&
極
的
地

一
克
行
時
以
内
借
認
を
は
は
戦
線
ナ
る
叩
}

こ
の
よ
ヲ
な

組
臨
豊
都
(
州
イ
ガ
I

げ
の
犠
競
合
結
成

一
抑
制
約
錯
憾
な
ど

2
8
0人
ガ
参
加

-M月

7
川
口
…
日
〉
、
市
民
会
舘
で
大
級
m
悶
緩
や
は
、
締
結
日
年
、
私
孫
子

路
市
採
ら
約
2
8
0
人
的
間
関
係
者
が
燦
校
野
球
部
が
甲
子
砲
に
山
出
場
し
た
時

集
ま
り
、
和
罷
殺
滋
手
(
阪
神
タ
イ

l
年
生
な
が
ら
サ

l
ド
で
一
間
開
時
。
印
平

方
l
ス
川
内
縁
機
会
総
会
式
が
お
H
わ
め
ド
ラ
フ
ト
会
淡
で
、
阪
神
タ

f
f
I

れ

ま

し

た

。

ス

球

閃

か

ら

3
総
指
名
さ
れ
包
本
大
学

官
十
業
と
開
問
時
に
入
同
町
時
都
は
地

1
2
8
試
合
に
お
鳴
し
、
打
率

2
制削
9
分
6
阿概

n

セ
カ
ン
ド
を

守
り
、
犠
打
の

E
本
新
記
録
を

持
つ
選
手
で
す
む

後
吋
警
の
や
か
と
な
っ
て
い

る
め
は
、
総
括
子
高
校
野
球
部

内

0
8
会
と
O
B
父
兄
余
a

バ

で
は
、
後
緩
会
合
終
的
総
村
紘
〈

炎
さ
ん
が
和
問
削
減
千
を
紹
介
、

「
似
た
ち
も
庁
指
組
問
し
ま
す
の
で
宮

こ
れ
か
ら
も
税
務
っ
て
〈
だ
冬

い
L

と
激
励
し
ま
し
た
。
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電軸国瞳
!露間塁手持関謹憲i
3月4日(臼)かそう竹尽258(Eヨ〕

G告白著書、 主詰ま詫8、湖北台聖予主主主塁数

1後隠しだいチームl品、所定のま室長業

時紙iこ必重要塁審議そ号車喜召し、 入主義金

7叩円竜王添え 21'弓158(刺殺でに、

石井光次郎官(88)邸9号〈中努251O

1)へ起詳し込んでくだ浅い。登録得

総はそ3害事当主ご用量重してあります。

!童館議堵づく鯨毎齢構|
11'ヨ7号白、 終河]等主主主u主主殺さ子丹3

iこ係る主主議ミ子事部rl3~計画公喜罰〈災後

手重R~題。 '2'S公園〉及u主党孫

子都市議機量購く下ケp'rtil'li車、

手事費)f3公臨調・久守家主輩、季語孫子噂

苦告を主義事〉を変更しきまし段。

ぷo語毒係ij;1J議場盤的脅十毒患法仁霧

ブ霊童縦覧します。

炉問し由主主主綴主主びあ公醤街務総

命事費静
¥782事事襲撃華i波議派溜北台数致事密会

学援者表く買事認をき)1.まら翁i係機密君主の

疋/j;とよ守万fIlQJ霊幸俊ガありまし

だ。

守主主主義子ゴルフ協話芸家僕チャワテ

イ“←1O[完ゴjしブ大会から編祉の絞

め12:と107ヨ7911的め襲警句ガありを択

し疋。

。B立総機対建造組合機〈祭主菓子〉怒

ら技会磁波B思議空整備議議!こと:1015

F号の怒付文ア怒りましだ。

。〈主主〉主主主義予ゴ)f.，フ綴謀議詰巴様 CR臣

奨凶〉から社会慾総務総重要量蓄基金

iこと54155266fIlじり襲撃fす汐ありまし

去まふ

。議孫子Hブテスト教会臼総理学長良

縁〈東裁孫子〉かをう社会議主tn開設史書藍

備基金にと紋)(1()括的の霊害対1:1.笹り殺

しだ。

砂防跨 21'苦15Eヨく不〉かをうろ月15

8(木〉総選霊本縫午後6奪事紛支きから

9草寺

が会緩 や夫学芸海大空群

T>:AJ竜 18議主uこの人ミヨ名〈商工

襲撃苦言及びその縦書最終愛媛先、fIl軍事

iまBASIC7'Oゲラミンヅ〉

が望聖書開 童話線!8000内〈テキスト、

フロッピーt覧会む〉、鍵紘切∞fIl

惨申しあみ・襲奪い合わせ ;ヨ同7

8(水〉在京¥'1こ軍事主主翼光線へ

験モヨ毒事 公開判長ヨ(祝〉午言きT告書喜30

分から〈入繁華華料〉

砂会話量 的段重量霊童ホ !lノ

炉問い合わt全 議士会話華人富島

官(82)3131

流行霊賀、ジャ父、ポップス、シ

ャンソンなどの意義事撃を楽しんでい

る治民のブループの豊富さん、

絡をお待おしてい捜す。

炉連絡・襲奪い合わせ 主幹Z~之官く8

2)4874、災機器(84)6081

紗宝章謀長 20歳以J土の燃人

b綴聖書 中央公益主義露首B仮設青年護費

7l¥…Jf.，で月役立塁線書室

券会費用10αoc号、入会議矧:JO問

b申し込み・問い合わせ建議総司7

F雪量葦脅(84)詰745へ〈初;ω翁欲張芸〉

F襲
ーらー

砂対車最 新小学守:ij:主主かをう

b襲撃童書白隠 E!l量調Eヨ襲撃臼午後守善寺

惨事華童書尊重療 費霊肉小応湾鐙

砂串し込み‘裏書し1会おt主 2F弓21

8(水〉まで!こ数量Eで重要軍基措く83)(暗

号昌、林官(84)3189へ

b臼跨 21'弓128(手本〉午吉，，1m涛か

ら〈入場熊草寺〉

惨事置所 "，3:的~t近隣izニノタ

惨事遣い合わせ 天王台北i投機セン

タ 官く君主〉言語88援午後1騰からは

我孫子紛泌湧の落言悪霊堂護憲悪事警八

重量さんの落語ガありさまずe

噛雪量

砂防線 2Fl10おくこと〉から3跨10

8(士〉窃選士襲撃午後1B寄お分から

8跨お分〈発違憲3叙s、受議長華料〉
易会事島 中央公民館

事砂務告書 簿記自主重治氏Ciol1:棋連おん

委員〉

参申し五~<ß‘燭い会者)1空 襲童話で

?ちま空襲連立さ!v察官(85)2481へ

平成21芋1月守 8華章者王 *人口120.215入〈十2.026人〉
(対車ti1:手tt) 努60.366人女59.849人

*君主事事委主38.051t号機〈叶.042告さ事事〕

i .r官役続本F.f85一村竹 唱静穏E霊童望書霊童書定員総鈴分E富87-3055
。つくし撃事変話時以ーお01 働市民ij;1J欝緩議後分童書 89-1311
@湖北台3世話時総一級28 命市民図書軍豊富事襲撃事豊富窪重富宮トωω
@滋 ~t J.'i同時 88ーれれ 嘩1o民体 F著書茸 87-1155
唱惨干宕絞ま在所 89-2358 嘩書器滞在覧車量理事務所 85-1171
@事費事警幾重量会 85-1~51 嘩身体感型堅議著書祉センター 88-0141.* 重量 聖書 84の111 .あら望書鶴自8-4183
@津若 草ち 饗詰4-告119 骨 つつじ主主総-0123
e少年センター 84…守合00 .銭浴車種袋線〈浄化調書}告7-2379
.1Õ~担繍さん望軍総… 2481 ごゴ主主)87 ∞15 (し普賢)88-2547
e喜軍事室センター自/ 竹31 骨子程遣を潟市在隣センター S喜一3740
‘静穏民会霊露出4-33竹 樺3民主台北近隣センター俊一告書8事

|嘩限公渓慾俊一筋15 .瀬名鵠渓センター 88-9927
@市銭器量議室富 84-竹10 申布佐F官E晃センター 89 竹宮3

重量噛軍事鵠
b応募重電機 20議以上o草寺襲警官事

修募集人要望 全日吉で1000ぞき著書後

T>袋線 ヰF苦から守王手陣舗

bゆし五五み‘罪事いをきわt主 断定の

申込警監(f自民主主主主襲撃!こ諮襲撃)1こ記入

のうえ、 2月2日正当〈火滞在塁手主主主〉

僚で!こ'1"100千代ai8露ガ濁2O2

Ø1公IE霊安51空差益議会目立弓læ~主ヨ i毒薬

世 00(581)3371へ
惨事事幾人重要 勇ミヂ1ω筋線控室

炉型盟fぜ員書軽量 31'ヨ2Eヨ〈重宝〉

砂軍駐俗語軍所・問い合わな 我孫子

警護幾重量警務課程(82)0110，ま1":1主主義愛

護寄りの墜事派i封隊へ

重義774'iit
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/ψ

欝
綿
輔
警
察

b入車翼演綴 2人以Jこでき佐野を立

てている湾内在住、 A連盟轡で、住

宅1こ骨髄獲している人

参惨事事室龍戸叡 6Fヨ〈欲望護115150合的

…を3戸、家資1154収XlF号…守戸〉

惨事込費量産量 21'ヨ10日〈土)(総務

苦言多重査の選会i謀総選〉

験間取り 3K 

様車込方法書専務しく!遣、議事義主題草尊

重要望雪渓ぬへ

診を宝狩 2月6臼て:JD、1480)0

午後1 善寺30分から3時事30分の2~重

(いずれ11-J'jであ塁豊富量弓〉

ル担軍所 天3:í5'~t近縁センター

炉内容 6Eヨ“ iK遂コマパッキン

グの受話題、 iJ¥洗トイレの義援し;ち主主

ど 148…字経怠ふ守主主総o蚤り

霊童文芸主ど

除機筋 主語沼草}望書ミ子氏〈湾干u消費

奇警水ゐ司ム戸ドパイザー〉

bま聖霊童 さ30'1'1($常務翼翼〉

傍受書毒殺 然斜

b申し込み・韓基L¥会わせ

市民生活護軍童話雲妻役活保へ

T>期日 2月23Eヨ〈重量〉午後ga寺か

ら268(湾】

砂滋F耳 ILJ形銀総潟祭スキー襲議

験対象

砂f室長

島費用 公正筏XlP号(fjブト代、長議

会等書受除く〉

T>申し込み a 鯖L¥合わせ 1¥11キ

!こEt詩号、 E記名、年議事、燃"'J、電話

量軍務理筆早期総し、さ5戸596毅育委腐

食体事審議事ft(87J1155へ

T>B事普 及湾7Eヨ(7)く〉午後守隠3i自

分から

砂余織 中央公渓建設

T>霧車巨人員 25おく襲警E時100F号〉

T>増し込み・問い合わせ 祭主義務

孫子生宣言センター官(84)044ヰ〈午

前知将かをう午後5筏〉へ

;家湾海議集会
T>B善寺 2月12臼〈休〉体高DgB寺30
分から午後ヰ善寺30分

修会話語 F巨民会費窓〈コ究会議室…主主

体会及び分科会、禁事2~4会言義務

ゐ。。分科会)

争毛主総量電 3∞fIl 
T>問い合わt室 長黒沼官(88)81母車

主義笑芸大学に学J3i号幹事験全E1:1守王手書需

の塁手緩やクラブ活動じり成果を発表

併を軍事者 2湾総長当〈モヨ〉午前切符か

そう午後3精35分

険会話富 市良重量産意〈入草意書華務)

b塁塁い会わt空 中央公民緩まま(82)

05守5

幅均時樫j
害警告忠清、バザーを鰯くi翠7才、甘

議選、対毒殺害警の無料ザ…1ゴヌも

)>EヨE寄 2王寺10mこ仁〕午後守弱か

ら4鋳

伊場所 干信徒下車高罪事事事主主控室内

T>r，塁い宣言わ役 者謀者害事事校長襲警護会

F雪藤宮(59湾総ヰ

炉期B 3Fl2臼{金)11らお

〈月〕市役所IE豊富玄潔午後9草寺出発

砂場所 燦著書岩鞍スキ…綴

Þ>~災 従事事408(議問37雪伶〉

砂織し五るみ・問い合わt主 往復ハ

ガキ{こ主主主持、a;談、符齢、役割、

畿通話醤号、実スキ…手控翠の場合は

要請後及び足のサずズ毛差額誌のうえ、

21'寺158(木〉在京1つに白山2の5O23

2雪包方主主主悪夢二えキークラブ幾重革路

官(82)む音波へ滋忽三事、flI>でのお躍

しはど活費綴ください。

)>8善寺 ;三月88(ニt)午後守時ガ

をう 49害f入場葬護憲~)

験会場 n'i5l重注意書犬会議室

T>室電題 立フルコーJf.，依存主主餐o宇土

余儀主主唱護!こついて

T>譲富軍 費時男氏〈初お非常務精

神科部警護〉

勢整塁い合わな 厚生遺書

両事
際主誓著書〈発〉へのボランテイヨフ(j)

絞り万を学u務す。

か月白・余緩め21'ヨ178(二七〉

みどり露軍待機宣宮(予定〉②18Eヨ〈臼〉

…寿fll!'完全ノター③24，ヨ〈士:)…中

央公E発機転勤25臼〈日〉…体事費繁華霊会

としてす干潟1fお

惨事事総 G:J~③f<主午後善寺からお

然、話器は午前9U者30分から

き撃しくは税金総枇協議会宮(84)

'539へ

監車購躍盤謹霊盟


